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5 月 24日（水）、マリ共和国からの留学生アルマム・サリフ・ドゥンビアさんが成田空港に無事、到着しました。
アルマムさんは、星槎国際高校湘南バスケットボール専攻のスポーツ奨学生として活動します。
来日した日からすぐに、小田原にあるバスケットボール専攻の寮に入り、日本での生活をスタートしました。翌日

には体育祭の開会式で、全校生徒を前にご挨拶をして、晴れて星槎の仲間に迎えられました。
日本語の授業も開始、世界こども財団の職員とマンツーマンで勉強に励んでいます。まずはひらがなや挨拶の練習

から始まり、徐々に文法も学んでいます。アルマムさんはとても真面目な性格で、アスリートとして成長することはも
ちろんですが、日本語や日本文化もたくさん学びたいという希望を持って
来日しました。授業だけでなく、寮でも毎日、日本語の自習をしています。
そしてもちろん、バスケットボール選手としても、2m3cmという恵まれ

た身長を活かして、活躍が期待されます。公式戦でのデビューに向けて、
チームの仲間と練習に取り組んでいます。
世界こども財団としても、彼が日本で充実した時間を過ごせるよう、全
力でサポートしていきます。そして、彼の育ったマリ共和国の文化について
私たちも学び、ご紹介していきたいと思います。
アルマムさんの今後の活躍にご期待ください！！

マリ共和国から留学生が来日しました!

成田空港に到着したアルマムさん バスケットボールの練習風景バスケットボール専攻のチームメイトと

制服は特注！完成が楽しみです クラスメイトと、朝の一コマさっそく学校の清掃活動にも参加

マリ
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キッチンカー でアフリカ　エリトリアの食文化を紹介キッチンカー でアフリカ　エリトリアの食文化を紹介

「グローカルプロジェクトゼミ」がはじまりました「グローカルプロジェクトゼミ」がはじまりました

6 月 18 日（日）、大磯町の港で月に一度開催されて
いる「大磯市」に、エリトリア出身の FGC職員ケセテさ
んのメニューで、エリトリア風カレーの提供を行いました。
世界こども財団ではこれまでも、星槎国際高校八王子
学習センターの「キッチンカーゼミ」とコラボしてブータ
ン料理を提供する取り組みなどを行なってきました。また、
昨年2022年には、箱根町の幼稚園のこどもたちや、星
槎国際高校浜松学習センターの文化祭や授業等でもこの
カレーの紹介を行なってきましたが、今回は私たちの地元
である大磯で、初めての大きなイベント「大磯市」に出

カレーづくりでも大活躍のケセテさんで
すが、5月から星槎国際高校の立川、横
浜鴨居、八王子の各学習センター共通で実
施している「グローカルプロジェクトゼミ」
の授業を担当し、前期は横浜鴨居学習セン
ターで授業を行なっています。グローカル
プロジェクトゼミでは星槎と深い繋がりの
あるエリトリア国、ブータン王国、アメリカ
合衆国出身の職員が、リレー形式で授業を
担当します。世界の「今」を学び、語学力
や多文化を理解する力を育てることを目的
としています。

エリトリアのことだけでなく、「アフリカ＝ひとつ
の国の名前」だと思っているような、アフリカに
ついて全然知らないこども達が多くいるそうで
す。このような授業を通して、生徒たちがエリト

リアやアフリカの歴史や文化について知識を持
ち、理解した上で、次の世代がより良い関係を築
くきっかけづくりをしたい、そして、日本に来て
学んだことを、次の世代に繋いでいきたいです。

FGC職員
ケセテより

「大磯市」に
出店しました

店ということで、何日もかけて準備をして臨みました。
このカレーは、ケセテさんがエリトリアの味をもとに、
日本の人にも食べやすいよう工夫してつくったオリジナ
ルのカレーです。当日は多くの人に足を運んでいただき、
カレーを味わっていただきました。
エリトリアってなに？ケセテって誰？ということで関心を
持ってくださる方も多く、その度に FGCのスタッフがエ
リトリアと世界こども財団の活動を紹介しました。私たち
の活動の大切な要素である文化交流の面でも、有意義な
1日となりました。
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卒業生ソナムさんが卒業生ソナムさんが
ブータン王国代表として国際大会に出場しましたブータン王国代表として国際大会に出場しました

エリトリア留学生ビニアムさんエリトリア留学生ビニアムさん
大学での活動ご報告大学での活動ご報告

星槎国際高校湘南アーチェリー専攻のスポー
ツ奨学生として2018年に来日し、2021年 3
月に卒業したブータン王国のソナム　チョデン
さんが6月 5日〜 10日にかけてシンガポール
で開催された「アジアカップ　ステージ 3」に
ブータン代表として参戦しました。
本大会は、ソナムさんにとって初めて尽くし
の大会でした。ブータン帰国後〝初めて〟の公
式大会、〝初めて〟の国際大会、〝初めて〟自
身の実力で出場権を勝ち取って出場した大会で
した。
試合結果は、個人予選ラウンドで合計 609
点・39 位、決勝ラウンドは 1回戦をシードで
クリアしましたが、2回戦を台湾代表の選手と
戦って4ー6で敗退、ベスト32となりました。
ソナムさんは星槎での 3年間、競技にも勉強にも一生
懸命取り組み、卒業後は母国ブータンに戻り、アーチェ
リーに情熱を注ぎながら結果を残してきました。来日当
初は、腕立て伏せも走ることもままならなかった彼女が、

この 3月に星槎国際高校湘南を卒業したエリトリア留
学生のビニアムさんは、武蔵野学院大学のスポーツ特待
生として引き続き、日本で勉強と陸上競技に励んでいま
す。
6月 8日（木）、入学から2カ月が経過したこともあり、
様子を見に武蔵野学院大学を訪問してきました。ビニア
ムさんは周囲のサポートのおかげですっかり大学の寮で
の生活にも馴染み、前回会った時よりも日本語も上達し
ていました。自室で作ったカレーを、チームメイトにも振
る舞っているそうで、FGCの職員も彼の部屋でカレーを
ご馳走になりました。
陸上競技の面では、6月 10日（土）に日本体育大学
の記録回に出場、5000mで 14 分 02と、自己ベスト
更新とはいきませんでしたが、それに近い成績で、順調
にトレーニングを積んでいます。
星槎を巣立ったビニアムさんですが、これからも彼の
活躍を応援し、できる限りサポートしていきたいと思いま
す。

自作のカレーを振る舞うビニアムさん

ソナムさん（写真後列中央）とアーチェリー・ブータン代表チーム

今やブータン代表として母国の威信をかけて世界と戦う
存在に成長しました。
今後もソナムさんの活躍にぜひ、ご声援をお願いいた

します。
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FGC ニュース No.33 でもお伝えしましたが、世界こ
ども財団では、トルコ・シリア大震災復興支援のための
寄付金募集を行なってきました。6 月 30 日（金）に、
東京の駐日トルコ共和国大使館を訪問し、集まった寄附
金 102,000 円の目録をお渡ししてきました。

大使館では一等書記官のエスラ・オズベクさんが迎え
てくださり、FGC 職員のケセテさんより贈呈しました。
エスラさんからは、「こどもたちを含め、星槎のみなさ
んが寄附を集めてくださったことは私たちにとってとて
も大きな意味のあることです。暖かいお気持ちに感謝し
ます。いただいた寄附金は、トルコ本国の災害緊急事態
対策庁に直接届き、現地の人たちのために使われます。
皆様によろしくお伝えください」とのお言葉をいただき
ました。

世界こども財団や星槎グループ、そして SEISA Africa 
Asia Bridge（SAAB）の活動もご紹介し、関心を持って

星槎グループと世界こども財団では、東日本大震災発
生以降、継続的に被災地のこどもたちへの支援を行なっ
てきました。その中心的な役割をしてきた星槎グルー
プの職員が　「一般社団法人 Dream Forest Supporters」
を設立、福島県大
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の学童保育の運営を担い、活動を
開始しました。

大熊町は福島県浜通りに位置し、2011 年東日本大
震災と原子力災害により、全町避難を経験しました。
2019 年に一部避難指示解除され、2022 年には中心地
区の避難指示も解除されました。大きな転換期を迎える
町では今年 4 月、12 年ぶりに学校が再開し、こどもた
ちの元気な声が帰ってきました。

世界こども財団としてもぜひこの活動に協力したく、
学童の現場で不足している遊具やおもちゃ等の寄贈募集
を開始することといたしました。

6 月 3 日（土）に大熊町でイベントがあり、星槎グ

駐日トルコ大使館へ震災復興のための寄付金をお届けしました駐日トルコ大使館へ震災復興のための寄付金をお届けしました

大熊町のこどもたちに寄贈品の第1弾を届けました大熊町のこどもたちに寄贈品の第1弾を届けました

いただきました。今回の寄付金募集にご協力をいただい
た皆様に感謝申し上げます。

誠にありがとうございました。

ループの職員も参加すると聞き、それではということで
世界こども財団の職員も同行して、寄贈品の第 1 弾を
届けてきました。

募集を始めてまもないにもかかわらず、さっそく多く
の方にご協力をいただき、集まったおもちゃや本、スポ
ーツ用品など約 30 点を、こどもたちに届けることがで
きました。

当日大熊町では「花とキウイと馬」というイベントが
開催され、町の特産品だったキウイフルーツ再生へ向け
ての作業と、地域のシンボルである馬との交流、そして
地域の交流拠点「クマプレ」に花を植える作業などに、
町の内外の多くの人がともに汗を流して楽しく取り組ん
でいました。

大熊町への寄贈品募集は引き続き行っていきますの
で、よろしくお願いいたします。

駐日トルコ共和国大使館一等書記官のエスラさん（右）とFGC 職員ケセテ（左）

大熊町のこどもたちへの寄贈品を手渡し 「花とキウイと馬」イベントの様子


